
＜様式１＞

平成　29年　09月　04日

国土交通大臣　　殿

※）

今井木材株式会社

山口県岩国市関戸1038-1

0827-43-1266

今井木材株式会社

今井　美栄子 印

0827-43-3558

imaimokuzai@mx51.tiki.ne.jp

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

事務局所在地

（グループ事務局）

事務局事業者名

山口県岩国市関戸1038-1

0827-43-1266

741-0063

事務局担当者名

山口木配り・喜組みの会

04-0171-0632

事務局郵便番号

（グループ代表者）

代表者名 今井　　隆 代表者印

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

【平成２９年度】

日付以外は、様式2-1からリンクする為、入力は必要はありません。

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 山口木配り・喜組みの家

グループの名称



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者所在地（必須）

９．グループ代表者電話番号（必須）

１０．グループ事務局事業者名（必須）

１１．グループ事務局担当者名（必須）

１２．グループ事務局郵便番号（必須）

１３．グループ事務局所在地（必須）

１４．グループ事務局電話番号（必須）

１５．グループ事務局FAX番号（必須）

１６．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．木材を扱わない流通

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

番号記入欄

■ 3
■ 3
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2

1山口県 国内

地域材の産地

          

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

対象となる地域材の名称

山口県産木材 優良県産木材認証制度

1

1

26

1

認証制度等の名称
※以下該当の1、2、3の番号を番号記入欄に記入してください。
　1.都道府県の産地認証制度等によるもの
　2.民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　3.林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
     のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの
　4.クリーンウッドに基づき合法であることが確認された木材・木材
     製品（合法伐採木材等証明）

1

7

国内・国外

山口県岩国市関戸1038-1

0827-43-1266

今井木材株式会社

1

imaimokuzai@mx51.tiki.ne.jp

（構成員数）   （構成員を含まない理由）

2

今井　美栄子

741-0063

山口県岩国市関戸1038-1

0827-43-1266

0827-43-3558

山口木配り・喜組みの家

山口木配り・喜組みの会

04-0171-0632

山口県・広島県・島根県

今井　　隆

2012

今井木材株式会社

全国

国外

国外

合法木材証明制度を利用する

合法木材証明制度を利用する

PEFC認証制度を利用する

SGEC認証制度を利用する

FSC認証制度を利用する

FIPC認証制度を利用する

国内

国外

国外

国内

国内

国内全国

全国

全国



34 戸

24 戸

2 戸

28 戸

20 戸

2 戸

4 戸

4 戸

0 戸

4 戸

2 戸

1 戸

3 戸

3 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

4 戸

4 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

45 棟

4468 ㎡

83 棟

8240 ㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

14 戸 13 戸 13 戸

0 戸 0 戸 0 戸

3 戸 3 戸 3 戸

0 戸 0 戸 0 戸

3 戸 2 戸 2 戸

0 戸 0 戸 0 戸

4 戸 2 戸 2 戸

0 戸 0 戸 0 戸

0 棟 0 棟 0 戸

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

長寿命型（長期優良住宅）

未経験工務店による申請戸数

高度省エネ型
（認定低炭素住宅）の申請戸数

高度省エネ型
（性能向上計画認定住宅）の申請戸数

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

未経験工務店（4戸（8戸）未満）による申請戸数

申請が未確定（上限100万円）

優良建築物の申請棟数

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が未確定

申請が確実 

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

E．平成２８年度の執行状況（必須）

優良建築物型

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

C．平成２９年度当初予算における補助対象の
　　優良建築物の申請要望棟数及び床面積

完了実績（竣工予定含む）床面積

高度省エネ型（認定低炭素住宅）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

長寿命型（長期優良住宅）

申請が確実（上限165万円）

申請が未確定（上限165万円）

 Ｂ．平成２９年度における補助対象の木

造住宅

      の申請要望戸数、地域材加算要望戸

数、

      三世代同居対応加算要望戸数 （必須）

加算
申請 上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

長寿命型（長期優良住宅）

経験工務店による申請戸数

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

申請が未確定（上限150万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

加算
申請

申請が確実（上限100万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

ゼロ・エネルギーは一物件１６５万円とし、採択件数が足らない場合はくじ引きとする。長寿命・低炭素・性能向上は一物件１００万円とし、採択件数が足らない場合はくじ
引きとする。

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

経験工務店（4戸（8戸）以上）による申請戸数

申請が確実（上限150万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

高度省エネ型（性能向上計画認定住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

加算
申請

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択床面積 交付申請床面積

当初予算　 　採択棟数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）棟数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

補正予算　採択戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

交付申請戸数

補正予算　採択戸数



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

35 Ⅰ - 4 山口県森林組合連合会 753-0048

35 Ⅰ - 15 吉川林産興行　株式会社 741-0081

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ．原木供給

山口県岩国市横山二丁目七番六号 0827-41-0002

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

電話番号

083-922-1955山口県山口市駅通り二丁目４番17号

構成員
番号

所在地



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

35 Ⅱ - 1 今井木材株式会社 741-0063

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

山口県岩国市関戸１０３８－１ 0827-43-1266

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

35 Ⅲ - 1 今井木材株式会社 741-0063

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）

山口県岩国市関戸１０３８－１ 0827-43-1266

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

35 Ⅳ - 1 今井木材株式会社 741-0063

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

山口県岩国市関戸１０３８－１ 0827-43-1266

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

35 Ⅴ - 3 季美の住まい　株式会社 741-0082 ○

35 Ⅴ - 10 株式会社　長野総合建築事務所 740-0018 ○

35 Ⅴ - 11 株式会社　ヒロノハウジング 742-0031 ○

35 Ⅴ - 12 安本建設　株式会社 740-0012 ○

13 Ⅴ - 14 ジャパン建材株式会社 136-8405 ○

35 Ⅴ - 17 株式会社くらしカンパニー 740-0034 ○

35 Ⅴ - 25 有限会社スエヒロ設計事務所 740-0017 ○

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号

東京都江東区新木場１丁目７番２２号 03-5534-3711

山口県岩国市川西４丁目５－１４３ 0827-43-1177

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

山口県岩国市麻里布町6-3-10 0827-22-2251

山口県柳井市南町７丁目－１－１２ 0820-23-0530

山口県岩国市元町１丁目２番１４号 0827-22-5500

山口県岩国市南岩国町2-5-14-8 0827-34-0480

山口県岩国市今津町1丁目8-21 0827-21-6738



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

35 Ⅵ - 2 49423 エムズホーム　株式会社 744-0074 ○

35 Ⅵ - 3 49427 季美の住まい　株式会社 741-0082 ○

35 Ⅵ - 5 49350 株式会社　リノスハウス 740-0032 ○

35 Ⅵ - 6 49462 株式会社　原工務店 747-0808 ○

35 Ⅵ - 7 49414 株式会社　スタジオセンス 753-0214 ○

35 Ⅵ - 8 49511 株式会社　ヨハネハウス 740-0034 ○

35 Ⅵ - 9 株式会社　ハルヒサ 744-0028 ○

35 Ⅵ - 11 49390 株式会社　ヒロノハウジング 742-0031 ○

35 Ⅵ - 12 49347 安本建設　株式会社 740-0012 ○

35 Ⅵ - 13 49459 株式会社　トピア 753-0871 ○

35 Ⅵ - 16 49509 フジモト建設　有限会社 740-0034 ○

35 Ⅵ - 18 49358 建築工房　沖川 741-0082 ○

35 Ⅵ - 19 49341 株式会社　Ｅａｒｔｈ　Ｄｒｅａｍｓ 740-0032 ○

35 Ⅵ - 20 49439 株式会社　ジューケン 742-1511 ○

35 Ⅵ - 22 49342 トウゴー建設　株式会社 741-0092 ○

35 Ⅵ - 23 49522 難波建設 742-0344 ○

35 Ⅵ - 24 49529 株式会社　にしき 740-0724 ○

35 Ⅵ - 26 49493 ダイエー建設 740-0018 ○

35 Ⅵ - 27 49544 有限会社　栄和建設 741-0082 ○

35 Ⅵ - 28 49484 有限会社　ナカバヤシ 740-1231 ○

35 Ⅵ - 29 49478 岩国伝統建築協同組合 741-0061 ○

34 Ⅵ - 30 49292 有限会社　藤兼建工 739-0614 ○

35 Ⅵ - 31 49425 戎谷建設　株式会社 742-1107 ○

35 Ⅵ - 32 49473 株式会社　ティーエムシー 741-0072 ○

35 Ⅵ - 33 49547 株式会社　由宇建材 740-1424 ○

35 Ⅵ - 34 49450 中川建設株式会社 740-0004 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

山口県岩国市由宇町港１丁目１０番１５号 0827-63-0001

山口県岩国市川西４丁目８－４６ 0827-59-1125

広島県大竹市白石１丁目９－９ 0827-53-4650

山口県熊毛郡平生町曽根１９２６－２６ 0820-56-4647

山口県岩国市平田４丁目１３－２９ 0827-34-3800

山口県岩国市川西４丁目９番３４号 0827-41-1563

山口県岩国市美和町生見１５７７－１ 0827-97-0830

山口県岩国市錦見４丁目７－２４ 0827-43-3666

山口県岩国市玖珂町８２１－２ 0827-82-3744

山口県岩国市錦町広瀬８２３－２ 0827-72-2710

山口県岩国市麻里布町４丁目４－４ 0827-22-2100

山口県岩国市尾津町２－１４－４７ 0827-31-3133

山口県熊毛郡田布施町大字下田布施７２０－３ 0820-25-3088

山口県岩国市多田一丁目１０７番地７ 0827-43-3877

山口県山口市朝田１３１－１ 083-928-5566

山口県岩国市南岩国町一丁目１７番３１号 0827-34-5588

山口県岩国市川西１丁目２２－３１－１ 0827-35-4231

山口県下松市藤光町2丁目4-14 0833-41-0158

山口県柳井市南町７丁目－１－１２ 0820-23-0530

山口県岩国市元町１丁目２番１４号 0827-22-5500

山口県防府市桑山２丁目１１－１８ 0835-38-0233

山口県山口市大内御堀９８１－３ 083-934-5955

山口県岩国市南岩国町２－５－１４－８ 0827-34-0480

山口県下松市潮音町２－２－２ 0833-48-1677

山口県岩国市川西４丁目５－１４３ 0827-43-1177

山口県岩国市尾津町一丁目５番２８－１号 0827-28-5851

省エネ
講習

修了済

省エネ
講習
受講
予定

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通） 26 ○ ○

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

事業者
番号

事業者名
被災地
に該当

ZEHビ
ルダー
に該当

BELS工
務店に
該当

○ ○

35 Ⅵ - 2 49423 エムズホーム　株式会社 5 戸 6 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

35 Ⅵ - 3 49427 季美の住まい　株式会社 2 戸 2 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 1 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○

35 Ⅵ - 5 49350 株式会社　リノスハウス 1 戸 1 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

35 Ⅵ - 6 49462 株式会社　原工務店 32 戸 31 戸 11 戸 10 戸 0 戸 0 戸 1 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○

35 Ⅵ - 7 49414 株式会社　スタジオセンス 6 戸 5 戸 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

35 Ⅵ - 8 49511 株式会社　ヨハネハウス 8 戸 8 戸 4 戸 5 戸 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

35 Ⅵ - 9 株式会社　ハルヒサ 3 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 11 49390 株式会社　ヒロノハウジング 25 戸 23 戸 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 1 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○

35 Ⅵ - 12 49347 安本建設　株式会社 18 戸 15 戸 7 戸 5 戸 1 戸 1 戸 1 戸 1 戸 0 ㎡ 0 ㎡ ○ ○ ○ ○

35 Ⅵ - 13 49459 株式会社　トピア 21 戸 24 戸 20 戸 21 戸 1 戸 0 戸 5 戸 2 戸 136 ㎡ 45 ㎡ ○ ○ ○ ○

35 Ⅵ - 16 49509 フジモト建設　有限会社 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 18 49358 建築工房　沖川 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 19 49341 株式会社　Ｅａｒｔｈ　Ｄｒｅａｍｓ 13 戸 16 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

35 Ⅵ - 20 49439 株式会社　ジューケン 18 戸 16 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

35 Ⅵ - 22 49342 トウゴー建設　株式会社 13 戸 15 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

35 Ⅵ - 23 49522 難波建設 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 24 49529 株式会社　にしき 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 26 49493 ダイエー建設 3 戸 3 戸 0 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

35 Ⅵ - 27 49544 有限会社　栄和建設 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 28 49484 有限会社　ナカバヤシ 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 29 49478 岩国伝統建築協同組合 2 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

34 Ⅵ - 30 49292 有限会社　藤兼建工 0 戸 0 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

35 Ⅵ - 31 49425 戎谷建設　株式会社 2 戸 3 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○

35 Ⅵ - 32 49473 株式会社　ティーエムシー 12 戸 7 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

35 Ⅵ - 33 49547 株式会社　由宇建材 1 戸 4 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 34 49450 中川建設株式会社 1 戸 2 戸 0 戸 0 戸 1 戸 1 戸 0 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ｈ28年実績 直近3年平均

○
うち木造長期優良住宅

の実績
うち木造認定低炭素住宅

の実績
うち木造ゼロエネ住宅

の実績

Ｈ28年実績 直近3年平均

○ ○

Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

構成員
番号

平成28年（1月～12月）の元請実績及び直近3年の年平均元請実績
補助金
の活用
実績

Ⅵ．施工-2
元請の

新築住宅供給戸数
優良建築物の

着工床面積の実績
長期優
良住宅

ゼロエ
ネ住宅



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

13 Ⅶ - 14 ジャパン建材株式会社 136-8405

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

東京都江東区新木場１丁目７番２２号 03-5534-3711

Ⅶ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

35 Ⅷ - 21 一般社団法人　岩国市観光協会 741-0062

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号

山口県岩国市岩国1丁目5-10 0827-41-2037



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

◎

◎

◎

◎

◎

◎、○
記入欄

a
①-1 用材の寸法規格化 □ ■ ◎

①-2 使用建材の統一 □ ■ ○

①-3 標準仕様の設定 □ ■ ○

②-1 建材・資材調達の共同化 □ ■ ◎

②-2 調達事務の合理化 □ ■ ○

③
生産の合理化等に向けた
検討委員会等の設置 □ ■ ◎

④
生産の合理化等に向けて
事務局が果たす役割 □ ■ ◎

b.
①

グループの信頼性向上に
向けた施工基準 □ ■ ◎

②
グループの信頼性向上に
向けた検査ルール □ ■ ◎

③
グループの信頼性向上に
向けた見積・積算のルー
ル

□ ■ ◎

④
グループの信頼性向上に
向けたその他の具体的取
組

□ ■ ○

※）

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

山口木配り・喜組みの家 山口県・広島県・島根県

２．グループの名称・結成年（必須）
(グループの名称） （結成年）

山口木配り・喜組みの会 2012
３．過去のグリーン化事業採択グループ番号（必須） 04-0171-0632
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅）の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成29年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

山口県は三方を海に囲まれた、温暖な気候の自然豊かな地域です。隣県の広島県、島根県も瀬戸内海側日本海側の違いがありますが、
おおむね温暖な気候風土であります。このことをふまえて、断熱等性能等級は平成２５年度改正省エネ法に照らし合せ、地域区分４・５・６
地域に対応できることを標準といたします。耐震等級は２級を標準とし,バリアフリーは３級以上を奨励いたします。また、水平面の耐震も考
慮して床に２４ｍｍ以上の構造用合板を出来るだけ使用する。地盤調査を行い、調査結果で必要とあれば適切な地盤対策を行う。住む人
の健康、住環境に配慮した窓開口を設けて、できるだけパッシブハウスとする。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

地域型住宅に住む人、地域型住宅の建築に携わる人、そしてその住宅の近隣住民の三方良しの方針で地域型住宅事業を進めていく。グ
ループの取り決めである共通ルールを守りながら地域の景観・風土・歴史にマッチした伝統的で調和のとれた地域型住宅を目指していく。
地域の景観に対応できる在来軸組工法を基本として、和風住宅・洋風住宅のどちらにも対応して行きたい。建て方においては、上棟前後
の防水に特に注意して、シート養生を出来るだけ行う。グループ名や共通ルール、グリーン化事業の趣旨が入ったシートを作成して認可さ
れた物件の外部に掲示して、物件の優れた性能やグリーン化事業の取り組みを広く一般の方々に理解して頂く。

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

地域の景観・風土・街並みから極端にかけ離れたデザイン住宅の建設は不可とする。また、伝統的な街並みが残る地域では出来るだけそ
れらの建物と調和する外観をお施主様に提案して行きたい。温暖な気候の地域が多いので出来るだけパッシブハウスを基本とする。内部
使用は出来るだけ山口県産材を中心とする地域材で木質化し、住まいを健康的で安らぎのある空間になるよう提案して行きたい。

④ ①～③の背景

山口県は自然豊かで温暖な地域である。維新の故郷でもあり歴史的、伝統的な建造物や街並みも多く残っている。また隣県の広島県、島
根県とも歴史や伝統文化を共有することが多い。しかしながら近年その街並みが減りつつあるように思われる。理由の一つには伝統的な
街並みや建造物で住宅性能を上げることは難しい面があるからと思われる。グループの目指す地域型住宅とは、地域の景観・風土・歴史・
伝統的な街並みにマッチしつつ、一定以上の住宅性能を維持したものとする。また、地域材を多く使用する事で山林の保全や中間地域の
雇用、そして水質の保全にも役立つ取り組みを目指したい。

⑤その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

地域の伝統文化の継承にも貢献して行きたい。グループでは第一回目のブランド化事業に採択された平成２４年度からの構成メンバーで
もある岩国観光協会が運営している鵜飼事業を支援している。鵜飼船等の補修材の無料提供、かがり火に使うマキも無料提供している。
このことは、この会が建物のようなハード面だけでなくソフト面でも地域貢献をしていきたいとの思いからである。山口県産材を中心とする
地域材を使用する事による山林整備、それにつながる水質保全、そしてその川下で行われる伝統文化の鵜飼。川上から川下まで、山林
から建築材料へ、建築から伝統文化まで、より広い形で地域に貢献していく事がグループの目標であります。

イ．効率的な住宅生産体制の整備

【平成29年度対応方針】

行っていない 行っている→ 内容：

通し柱は４寸とし、できるだけ山口県産材を中心とした地域材とする。管柱は３．５寸も可と
するが、できるだけ４寸材を使用する。外回りの桁は２層部分においては梁せい６寸以
上、３層部分においては梁せい５寸以上を標準とする。

行っていない 行っている→ 内容：

使用建材は共通ルール、共通の性能をクリアしていれば自由であるが、会としては出来る
だけ山口県産材を中心とした地域材を使っての木質化を奨励している。また、用材・建材
ともどもJAS・JIS規格に合格した者を標準とする。

行っていない 行っている→ 内容：

用材の規格寸法や断熱性能等は共通ルールの中で標準の仕様として取り決めている。
その他の仕様は、施工業者個々の目指す家つくりへのこだわりもあり、またその建築現場
の地域にあった家つくりを提案しているので特に設定はしていない。

行っていない 行っている→ 内容：

原木供給業者と製材業者で年間の協定販売の取り決めをして、用材の価格・調達の安定
化を確立している。木材以外の建材も会の流通メンバーより建材メーカーに働きかけてコ
ストダウンを目指し、より良い施工が出来るようにしていく。

行っていない 行っている→ 内容：

原木供給業者、製材業者、設計、施工業者の情報をネットで共有する。必要とする材の寸
法・等級等を川上サイドが把握して川下サイドに出材、供給状況、流通価格を提示するこ
とで無駄な設計見積もりを省略する。

行っていない 行っている→ 内容：

設計及び施工業者の中から代表者を選出し、原木供給業者と製材・プレカット業者との間
で委員会を設置する。年２～３回くらいを目標に委員会を開き、川下サイドからの希望・要
望を反映して川上・川中サイドの生産合理化を図っていく。

ない ある　 → 内容：

年２～３回の生産合理化検討委員会を収集する。また、他の会員や施工現場、評価事務
局からの要望があった場合に臨時の供給委員会を開く。また、議事録を作成して他の会
員に配布して内容の周知をはかる。

ない ある　 → 内容：

構成メンバーの製材所が機械等級のJAS認定工場となっているので、JAS材の使用割合
を高めると共に地域材の割合を高めていきたい。また、耐震等級・バリアフリーもグループ
ルールより上の水準を目指して行きたい。

ない ある　 → 内容：

山口県優良県産木材の使用割合をクリアする物件は出来るだけ山口県優良県産木材物
件の認証を取得する。優良県産木材は県の検査があり、材に対しての信頼性を得ること
が出来る。また、可能な限り機械等級で検査し、品質のばらつきがないようにする。

ない ある　 → 内容：

構造材の基本単価を設定し、一定の期間その単価を保証する取り決めをする。概ね３か
月を目安とする。一定の単価を設計・施工業者が把握することでお施主様に対してのス
ピーディな見積もりが可能となり信頼性の向上にも役立つと思われる。

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある　 → 内容：

製材工場・プレカット工場の見学と使用する材の品質確認をお客様に提案する。要望があ
れば加工前の材を確認していただき、安心安全を提案して行きたい。会員それぞれの
ホームページをリンクさせて消費者に開かれた最新の情報を提供していく。

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

特になし。



＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a

① 住宅履歴情報の蓄積

①-1 内容・蓄積の共通ルール □ ■ ◎

①-2 情報サービス機関の活用 ■ □ ○

①-3 履歴情報蓄積の確認手法 □ ■ ◎

② メンテナンス基準の整備

②-1 点検の共通ルール ■ □ ○

②-2 補修の共通ルール ■ □ ○

②-3 点検補修実施の確認手法 □ ■ ◎

③ 住まいの管理

③-1 住まい管理勉強会の実施 □ ■ ○

③-2 DIY体験会等の実施 □ ■ ◎

③-3 その他の相談会等の実施 ■ □

④ 維持管理委員会等の設置 □ ■ ○

⑤ その他の維持管理の手法 ■ □

b
①

グループ構成員の倒産廃業
時のバックアップルール □ ■ ◎

②
過去の瑕疵内容等に学ぶ
勉強会の実施 ■ □

◎、○
記入欄

a
①

未経験工務店等への施工
技術研修会等の開催 □ ■ ◎

②-1
品質管理のための共通
ルール □ ■ ◎

②-2
上記共通ルールが守られ
ていることの確認手法 □ ■ ◎

③-1 需給計画の策定 ■ □

③-2
技術力向上のための中長
期的な計画 □ ■ ◎

④
③に基づく業種ごとの合
理化の取組 □ ■ ○

b
①-1

省エネ技術講習会への施
工事業者社員の参加人数

①-2
省エネ技術講習会への請
負技能者等の参加人数

②
省エネ技術講習会への参
加促進のための取組 □ ■ ◎

ｃ
① 新たな技術等の導入 □ ■ ◎

② 新たな技術等の開発 □ ■ ○

※）

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

山口木配り・喜組みの家 山口県・広島県・島根県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

山口木配り・喜組みの会 2012
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 04-0171-0632
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 施工後１０年間の間に３回以上の点検を行う。維持保全管理記録は施工業者各自で保管する。

ない ある  → 内容： 現時点では特にどの機関も活用していないが、必要なら検討委員会で決めていきたい。

ない ある  → 内容： 履歴情報の蓄積は各施工店で行うが、事務局が必要と判断すれば履歴情報の開示を求める。

ない ある  → 内容： 各施工店独自のルールを尊重するが、基本的な共通ルールは今後決めていきたい。

ない ある  → 内容： 各施工店独自のルールを尊重するが、基本的な共通ルールは今後決めていきたい。

ない ある  → 内容： 実施した点検補修は軽微なものを除き事務局に報告する。

ない ある  → 内容： 表しの無垢材のメンテナンスを中心とした勉強会の開催を計画。

ない ある  → 内容： 製材業者がストックした羽材木材を使って住宅内覧会等の会場においてDIY体験を開催する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 定期的に施工業者の集まり、お互いの維持管理体制の情報交換をする。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 倒産廃業等の物件に対しては、全メンバーで協議の場を持ち今後の対応を検討する。

ない ある  → 内容：

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

特になし。

エ．グループの技術力の向上

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 設計から申請までのサポートは設計の構成員や木材を扱わない流通の構成員が担当する。

ない ある  → 内容： チェックシートは各自で作成保管する。

ない ある  → 内容： 上棟時、完成時にチェックシートを確認する。また必要と思われるときは要望に応じて提出する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 熟練工の慢性的な不足を補うため、仕上げ材を出来るだけ工場生産とする。

内容： 事務局から山口県、広島県、島根県での講習会の日程情報を発信していく。

ない ある  → 内容： 製材業者・プレカット業者・施工業者での勉強会や技術研修会を設ける。

昨年度までの終了者
数

今年度の参加目標人数50

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある  → 内容： 地域材の横架材としては杉が主流であるが、桧の物件を表し材で導入して行きたい。

ない ある  → 内容： 古来からある工法でも長寿命仕様をクリアできる工法を開発して行きたい。

16

昨年度までの終了者
数

43 今年度の参加目標人数 15

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

特になし。

ない ある  →



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a

①

地域材利用に関する

共通

ルール（必須）

②
地域材利用の1棟当

たりの割合（必須）
□ ■ □

□ ■

□ ■

□ ■

■ □

□ ■

□ ■

④
地域材の流れ（フロー図）
などグループの取組に関
する補足説明

b
①-1 地域材在庫把握の仕組 □ ■ ◎

①-2 地域材価格の共有の仕組 □ ■ ○

②
グループ全体における地
域材の需給予測 □ ■ ◎

c
①-1 畳の活用 □ ■ ○

①-2 和瓦の活用 □ ■ ○

①-3 襖の活用 ■ □ ○

①-4 障子の活用 ■ □ ○

②-1
その他地域の伝統的な素
材の活用 □ ■ ○

②-2
その他地域の伝統的な意
匠の活用 ■ □ ○

d
①

地域の伝統的なデザイン
を継承する取組 □ ■ ◎

②
地域の住まい方の継承に
つながる取組 □ ■ ◎

③
地域の街並み形成へ寄与
する取組 □ ■ ◎

④
和の住まいの要素を取入
れた取組 □ ■ ◎

◎、○
記入欄

◎

◎

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

山口木配り・喜組みの家 山口県・広島県・島根県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

山口木配り・喜組みの会 2012
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成29年度対応方針】

04-0171-0632

土台・大引き・柱・桁・梁・母屋・小屋束・火打ち梁の合計材積の内、５０％以上を地域材とする。また、その地域材の使用量は合計で７㎥
以上とする。会で扱う地域材とは山口県産材とする。下地、造作材も出来るだけこの地域材を使用する。また使用する木材は地域材・国
産材・外国産材に限らずすべて合法木材とする。

50％未満 50％以上 80％以上

梁・桁等の横架材等： 使用していない

羽柄材
③

標準的な地域材の使

用部位 （必須）

土台： 使用していない

柱： 使用していない

間柱、根太、垂木等： 使用していない

造作材 枠材、廻縁等： 使用していない

板材 壁板、床板等： 使用していない

　

ない ある  → 内容：
原木、製材業者からの地域材の産出量・在庫量・生産目安の報告を受けその数値を事務局より定
期的に施工業者に発信していく。概ね２か月に１回を目安とする。

ない ある  → 内容：
概ね３か月を目安として価格を固定していく。表し材と見え隠れ材の２種類の価格設定をして、３か
月ごとに価格の見直しをしていく。

行っていない 行っている→ 内容：
事務局より施工業者へ地域材物件受注予測を調査して取りまとめ、原木業者・製材業者
に供給の目安としてもらう。

行っていない 行っている→ 内容： 今年度の使用予定枚数'(１畳換算）　７０枚

行っていない 行っている→ 内容： 今年度の使用予定数量　’（屋根坪換算)　　２００坪

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容： 壁の仕上げをビニールクロスの代わりに和紙や珪藻土塗りを奨励している。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：
その地域の自治体の景観条例に適合して、既存建物・既存の街並みとの融合が図れる
ように努力していく。

行っていない 行っている→ 内容：
地域のルールを確認し、必要な事柄・取り決めがあれば建物に反映するように提案して
行く。

行っていない 行っている→ 内容：
お施主様の要望を取り入れると共に、家つくりが町つくりに繋がっていく様な住宅を提案
して行く。

行っていない 行っている→ 内容：
漆喰壁や竹・地域木材を取り入れた、本来日本人が得意とする細かい気配りの住宅を提
案して行く。

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

特になし。

カ．その他

【平成29年度対応方針】

東日本大震災の復興に資する取組

山口県、広島県の２県は特に国産材に関して言えば他県より購入することが多い。これを出来るだけ地域材を地産地消に努める事で、関
西以東の材が東日本地域に流入するように努めたい。建築資材は復興に欠かせない物であり、間接的な支援ではあるが会の方針として
できることから始めていきたい。

平成28年熊本地震の復興に資する取
組

グループの中には熊本地域の施工店や設計事務所とコンタクトを取り合っているメンバーがいる。そのメンバーから熊本地域の建築現場
の情報収集して、できることから支援して行きたい。メンバーの意見の一つに、熊本で現場職人が不足する場合、余裕のある施工店より
派遣するとゆう意見も出ていた。

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

主要構造材

山林保全
水質保全

原木供給

伝統文化へ貢献

（鵜飼事業等）

製材工場

（機械検査での

品質確保）

プレカット

建材流通

設計事務所

施工会社



＜様式３－４＞

年

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（高度省エネ型・優良建築物型のみ）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

山口木配り・喜組みの家 山口県・広島県・島根県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

山口木配り・喜組みの会 2012
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

キ．グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。
　※申請に係る認定低炭素住宅、性能向上計画認定住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物の性能や特徴等について記入してください。

○認定低炭素住宅及び性能向上計画認定住宅について。
省エネ重視の顧客向けに販売するが、顧客に対し優遇税制がある認定低炭素住宅を優先とする。
建設予定地では認定低炭素住宅の認定が取れない場合性能向上計画認定住宅を勧める予定である。

○ｾﾞﾛエネルギー住宅について。
更に省エネ重視の顧客対象だが、掛かりまし増し費用が増大する為、ｸﾞﾙｰﾌﾟにて情報交換会等を行い常に断熱資材や高効率機器等の価格低減につなげたい。
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